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２０１３年５月８日　第２１０１回例会　VOL. ４４　No. ４０

■司　　会　副 SAA  増田嘉一郎

■開会点鐘　会　長　山崎　良三

■斉　　唱　君が代、奉仕の理想

　　　ＳＬ　新川　　尚

■出席報告

　 
■本日の欠席者
漆原、福村

■他クラブ出席者
松本 (横浜鶴峰 RC)、増田 (東京築地 RC)

山崎 (横浜保土ヶ谷 RC)

■ゲスト
佐藤　佳子殿 (アジア教育友好協会 )

■５月誕生記念祝

兵藤　哲夫会員　　　　　5.8

太田　勝典会員　　　　　5.27

■会長報告
 私は昨日横浜保土谷 RC に行ってきました。

保土谷 RC は今年創立 50 周年という事で 6/15

日に記念式典を行う予定で有りますが丁度岩

沼 RC との合同例会日と重なってしまいまし

たので出席出来ない事をお詫びがてらメーク

アップをして参りました。幸いにも安藤達雄

さんと二宮さんのお二人が式典に出席して頂

けるという事に成りましたのでその旨を伝え

て参りました。

　保土谷 RC ではビジターの紹介時に記念撮影

をする事になっていて当クラブとの違いが印

象的でした。

　メダカの今期の頒布の件ですが準備委員の

体調他予定の都合等で中止の申し出が有りま

した。皆様のご理解を得て中止したいと思い

ます。

　今日は新しく横浜銀行鶴ヶ峯支店長に成ら

れました杉山雅彦さんのクラブ入会式になっ

ています。前任者の小島さんの後人という事

で当クラブのこれからの活動に大いに期待さ

れる方だと思っています。杉山さんは以前に

もロータリアンの経験もあるそうで今後の活

動の大きな戦力になって頂きたいと思って居

ます。旭 RC として歓迎いたします。

○地区関係

１）2015-2016 年度ガバナーノミニー確定　

　　横浜 RC　箕田 敏彦氏

２）ローターアクト第 43 回地区協議会

日時　６月９日㈰ 12 時 30 分　登録開始

場所　かながわ労働プラザ　

３）R財団寄付報告送付と寄付のお願い

４）クラブ事務局員連絡会開催の案内

日時　６月６日㈭午後４時

本日の出席率      90.63％

本日の出席数    29 名会 　 員 　 数  　34 名

修正出席率   　100％

「奉仕を通じて平和を」
2012-13年度 RI会長／田 中 作 次　　RI.D2590ガバナー／露 木 雄 二　　横浜旭RC会長／山 崎 良 三
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場所　メモワールプラザソシア

■幹事報告　
１）例会臨時変更のお知らせ

○横浜田園ロータリークラブ

日時　５月 14 ㈫午前 10 時～

　　　バラ園手入れ　

日時　５月 21 日㈫→ 22 日㈬

　　　２クラブ (緑・田園 )合同例会

　　　点鐘　午後６時 30 分

場所　米宗

日時　６月 25 日㈫最終移動例会

　　　点鐘　午後６時

場所　海石榴つばき

■入会式
　　　　　 横浜銀行鶴ヶ峯支店長　杉山　雅彦さん

■ 2013 ～ 14 年度第 1 回クラブ協議会議事録
日時　４月 24 日㈬午後６時 30 分～

場所　クラブ事務所

出席者 ( 敬称略 )

安藤公一、 青木、 千葉、 漆原、 新川、 五十嵐、

田川、 福村、 後藤、 関口、 北澤、 吉原、 佐藤、

内田

欠席者

吉野、 山崎、 安藤達雄、 増田、 太田、 倉本

１） RI テーマと地区重点目標と方針

①次年度 RI ロン　バートン会長

「Engage  Rotary  Change  Lives」

ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を

②次年度 2590 地区

　市川緋佐麿ガバナー

　第５グループ小澤　操ガバナー補佐 ( 瀬谷 RC)

③次年度主要行事

・ 地区大会            10/18 ～ 19

・ ガバナー訪問        8/7

　ガバナー補佐来訪クラブ協議会 ２週間前

・ IM 未定

２） 地区協議会の各出席者からの報告

・ クラブ奉仕　新川 　
　

　
　例会出席重視、 クラブ活性化

・ R 財団　佐藤

　未来の夢計画、 地区毎に決定される

・ 広報 IT　R 情報　五十嵐

　研修委員会の立ち上げ推奨

・ 新世代　青木

・ 幹事　福村

３） 会長方針

・ より強いクラブに向けて目的の共有と自ら参加　

　する意識

・ 従来の奉仕活動の再認識、 継続、 発展

・ 中長期的視野に立った組織作りと意識付け

４） 各委員会計画書提出期限

　５月末までに福村幹事に提出

５） クラブ協議会開催日

　第２回　6/12　18:30　    活動計画書発表

　第３回　7/24　例会時　  ガバナー補佐訪問

　第４回　1/15　18:30　    上半期活動報告

　第５回　4/9　　例会時 　年度総括

６） その他

・ ３クラブ合同例会　10 万円の積立必要　

・ クリスマス家族懇親会　12/14

　ポーヒル横浜を予約

・ 最終例会

・ 岩沼との友好親睦行事

・ チャリティーコンサート　実行する

■親睦委員会　　　　　　　　　 兵藤　哲夫

　先日ロータリー展に出品しておりました

五十嵐会員の油絵を例会場で皆さんにみてい

ただきたくて、本日持ってきていただきまし

た。どうぞご覧ください。

■地区 GSE 委員会　　　　　　　新川　　尚

　横浜南 RC より 50 周年記念誌が届きました。

クラブ事務所に保管しますので、興味のある

方はご一読下さい。

■国際出前授業　　　　　　　　 二宮　　登

　４月 30 日に、横浜市立西金沢小中学校でタ

ンザニア連合共和国駐日サロメ .T. シンジャ

オ大使を招いて国際出前授業交流を開催致し
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ました。

　大使は 120 の民族が国内に共存しているこ

とや、学校の制度、家族構成の特徴、食糧、芸術、

自然環境などについて話されました。

　日本とタンザニアの似ている所はどこです

か？児童の質問に「友好的、そして多くの国

と隣接しているが、戦争をしたことが無い」

と答えました。

　私は 23 年前に横浜から 30 数名が植林活動

を実施したことや「人類の発祥の地」タンザ

ニアの「オルドバイ渓谷」の 360 万年前の世

界最古の人類の足跡化石について話しました。

■ニコニコ BOX( 会員敬称略 )

山崎　良三／①アジア教育友好協会の佐藤佳

子様、本日は忙しい中卓話においでいただき

誠に有難うございます。②横浜銀行鶴ヶ峯支

店長の杉山様、本日はめでたく当旭 RC の会員

になられる事になり会員一同歓迎致します。

青木　邦弘／杉山さん入会おめでとうござい

ます。大歓迎です。

杉山　雅彦／今日からお世話になります。皆

様よろしくお願い致します。

千葉　和裕／①佐藤様、ようこそお出で頂き

ました。今日は宜しくお願い致します。②杉

山③楽しくやりましょう！④五十嵐さん、ど

こで買ったんですか？ PS: 小嶋さん馬淵建設

に就職が決まり、5/1 より出勤されているそ

うで、皆様に宜しくとの事でした。

五十嵐　正／本日は思いがけずに私の絵を見

て頂く機会を作って下さり、兵藤さんはじめ

皆様に感謝致します。

吉原　則光／新緑の候、佐藤様ご多用のとこ

ろ卓話にお越しいただき有り難うございます。

楽しみです。

関口　友宏／杉山さんのご入会を祝して。

倉本　宏昭／佐藤様ようこそ。本日はお忙し

い折、卓話ありがとうございます。

市川　慎二／①杉山様、ご入会おめでとうご

ざいます。②佐藤佳子様、本日の卓話楽しみ

にしています。③五十嵐さん、素敵な絵を見

させて頂きありがとうございます。

内田　　敏／妻の誕生日に花を頂きありがと

うございました。

北澤　正浩／①佐藤佳子様、卓話たのしみに

しております。②五十嵐さん、素晴らしい絵

ですね。③杉山さん、ロータリーにようこそ。

安藤　達雄／佐藤佳子さん、本日はお忙しい

ところ卓話をお願いしてありがとうございま

す。

二宮　　登／市立西金沢小中学校で 4/30、タ

ンザニア連合共和国駐日大使を招いて国際出

前授業を開催しました。

太田　勝典／①誕生日祝いありがとうござい

ます。②高梨さんお元気そうで何よりです。

③杉山さん、入会おめでとうございます。

兵藤　哲夫／誕生祝いありがとうございまし

た。74 歳、中途半端な歳になってしまいまし

た。末長くよろしくお願いします。

新川　尚・佐藤真吾／①アジア教育友好協会

佐藤様、本日はようこそお越し下さいました。

卓話よろしくお願い致します。②杉山さん、

旭ロータリークラブへようこそ。

安藤　公一／佐藤様、ようこそいらっしゃい

ました。卓話宜しくお願い致します。

後藤　英則／佐藤佳子さん、本日の卓話よろ

しくお願い致します。

■卓話　
○卓話者紹介　　　　　　　　　 後藤　英則

　本日お越しいただいた佐藤佳子さんをご紹

介いたします。

佐藤さんは NPO 法人「アジア教育友好協会」

のチーフコーディネーターをなさっており、

その活動内容は会員の皆様もテレビの報道特

集等でご覧になってご存知かとも思います。

　アジアの山岳部に住んでいる子供たちは学

校に行くまで　険しい山道を数時間も歩き

やっとの思いで学校に到着しても、校舎・教

材等の整備は誠に貧弱であり、教師も大変不

足してます。そのようなアジアの山岳少数民

族の教育環境を整えるため、年間数ヶ月に及

び現地に入りご活躍されております。

「アジアで学校を創る」
　山岳少数民族の学校建設と国際交流
     AEFA アジア教育友好協会   　　

　　 チーフ・コーディネーター　佐藤　佳子

１）ミッション

　AEFA は、アジアや日本の子供たちが世界に

目を開くきっかけを提供し、アジアの将来を

担い、未来を作る子供たちを育てることを目

指します。

　学校建設により、貧しさや格差に喘ぐ地域

で、教育環境の整備を通じて、子供たちが希

望を持ち、将来の夢を広げる環境を整えます。

交流事業により、日本の子供たちが、一人の

人間・社会に生きる人間として、命の尊さ・

生き抜く大切さを学び、人のために役立つ人

間になろうとする教育への参加・協力を目指

します。
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２）具体的活動

ミッションを下記の活動により達成します

①アジア ( 主にインドシナ半島 ) での学校建

　設を推進する

②現地の教員サポート、奨学金支援、教材・

　文具の支援で教育環境を整える

③学校が自立運営できるようなプロジェクト

　を推進する

④アジアと日本の学校のフレンドシップ交流

　を推進する

⑤日本の子供たちのボランティア精神の養成

　を促進する

３）メッセージ

AEFA は、教育環境の不十分なアジア（主にイ

ンドシナ半島）の子供たちに、建物だけでな

い真の「学びの場」を整えます。学校がない

僻村、或いは劣悪な学校環境の下で勉強せざ

るを得ない僻村に、地域住民と心を合わせ地

域の自立をも視野に入れた学校建設をします。 

　貧困に喘ぐ地域ばかりですが子供たちの学

習への意欲は高く、建設資材も可能な限り地

域の材料を活用し、建設作業にも住民たちの

参加・協力を求めます。 

　建設後は学校の運営資金作りのため、自立

支援プロジェクトを立ち上げ、地域住民を巻

き込み、学校運営に参加・協力を促しています。 

　こうして、地域の教育への意識変化や、自

立を促進する気持ちが生まれます。また、学

校建設が求心力を持ち、地域全体のプロジェ

クトとして団結し、地域力が高まります。 

　一方、AEFA は「受益者は子供たち」という

意味を大切にしたいと考えています。現地の

子供たちは勿論のこと、日本の子供たちも、

交流することでお互いの暮らしを知ることが

出来ます。 

　特に、恵まれた環境の中で知る、アジアの“友

だち”の日々の生活・夢・教室での熱心な学

習の様子は、日本の子供たちの心に、自らの

環境の再認識と共に“気付き”を生んでいま

す。 この気付きを得た日本の子供たちが、ア

ジアの子供たちに対して自分たちで出来る支

援をしてくれるようになりました。 

　子供たちの発想は豊かです。学校の先生方、

保護者および地域の皆様方、そして我々 AEFA

も、この活動を通じて子供たちの素晴らしい

力を再発見しています。 

○不思議な魔法の水

　AEFA は、学校建設事業と国際交流事業の２

つの事業を推進しています。建設事業では、

住民の参加を条件にしています。そうするこ

とで、「おらの村の学校」という意識を持つよ

うになり、出来上がった学校を村人たちが大

切に維持運営するようになります。交流事業

では、日本に友達がいることが現地の子ども

達の励みになり、日本の子供たちは世界の現

実を知ると共に、豊かさの中で失いがちな大

切なことに気づくきっかけが生まれています。

　AEFA は支援者（ドナー）に、単なる寄付者

ではなく支援事業のパートナーとしての参画

意識を持つようお願いしています。事業の成

果を個別具体的に報告し、ドナーは自らの支

援結果を確認出来ます。

　「支援」とは、お金というだけでなく「善意」

であり「思いやり」です。こうした善意や思

いやりは、相手のために無私の心で降りかけ

ようとすればするほど、自分にも降りかかっ

てしまう、不思議な「魔法の香水」です。

　これは、1948 年の福井大地震で自宅が全壊

し貧乏に苦しんでいた頃、母が他人を助けて

いるのを見て「うちもこんなに貧乏なのに、

どうして他人を助けるの？」という私の幼い

疑問に答えてくれたときの母の言葉でした。

　この「魔法の香水」は、アジアと日本の子

供たちのために、事業の共同推進者として新

しい知恵と思いやりで支援して下さる皆さん

にも、きっと降りかかるでしょう。アジアの、

生きることに精一杯な、教育環境に恵まれな

い子供たちを支援することにより、結果とし

て「心の清々しさ」「アジアの子ども達の生命

力や健気で無垢な心」を受け取る受益者にも

なります。まさに、魔法の香水が自分にも降

りかかってくるのです。 

　アジアの子供たちへの支援、日本の子供た

ちとの学び合い、夢の共有を通して、思いが

けない経験や気付き、感動を皆さんと共有で

きればと思います。 

■次週の卓話　　　
　　　　「出逢いに感謝」   岡田会員                  
　　　　　　　　　　週報担当　川瀬恵津子


